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作飾りで豊年を祈る
最近ほとんど見られなくなってきた小

正月行事の作飾りです。　（樋口倶吉さん

白羽毛）だんごの材料で作った稲穂、豆、
あずき

小豆、繭玉、タ顔、にんじんなど農作物

を枝ぶりのいいだんごっ木（ミズ木）の

枝先に飾り、豊年を祈ります。　『ヨシタ

ナーヨシタナー』の掛け声とともに馬で

田かきをしている場面です。これで今年

も豊作間違いなしですね。



一
妻
ユ
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だ
れ
に
で
も
す
ぐ
に
親
し
め
る
、
楽
し
い
羽
根
つ
き
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
　
　
。
そ
れ
が
“
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
”
で
す
。
ユ
ニ
ホ
ツ

ケ
ト
に
次
ぐ
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
の
ス
ボ
ー
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。
羽
根
（
公
民
館
で
借
り
ら

れ
ま
す
。
）
が
あ
れ
ば
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
で
す
ぐ
で
き
ま

す
。
気
軽
に
た
め
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

すぐゲームができました（’90．7．健康づくりすこやか運動講座）

・
・
劉
勲
ゲ
射
翻
シ
あ
■

　
　
　
　
　
　
・
遊
磯
膿
起
源
－
．

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
南
米
・
ボ
リ
ビ

ア
地
方
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
葉
を
束
ね
手
で
打
っ
て
遊

ん
で
い
た
の
が
起
源
で
す
。
こ
れ
が

一
九
三
〇
年
の
末
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

紹
介
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
が
加

え
ら
れ
、
現
在
の
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
が

完
成
し
ま
し
た
。

　
日
本
に
は
、
・
六
八
年
こ
ろ
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
か
ら
伝
え
ら
れ
、
－
八
十
年

に
日
本
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
が
設
立

し
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
か
ら

手
軽
に
楽
し
め
る
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
見
直
さ
れ
、
人
気
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
全

国
に
八
十
万
人
以
上
の
愛
好
者
が
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
村
に
は
、
昨
年
七
月
に
行
わ
れ
た

「
健
康
づ
く
り
す
こ
や
か
運
動
講
座
」

の
な
か
で
身
近
に
で
き
る
運
動
と
し

て
、
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
県
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
種
目
に
あ
げ
ら
れ
、

ま
す
ま
す
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
市
町
村
で
は
塩
沢
町
が

盛
ん
で
、
全
国
大
会
へ
も
出
場
し
た

チ
ー
ム
が
あ
る
そ
う
で
す
。

・
賦
給
と
し
誕
楽
し
む
歌
勲

・
遊
嚥
巷
嘩
奪
楽
嘩
蟻

　
次
の
よ
う
な
競
技
特
性
が
あ
り
、

試
合
と
し
て
楽
し
む
よ
り
遊
び
と
し

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
楕
円
形
の
ボ
ー
ル
の
中
に
は
、
ス

　
ポ
ン
ジ
が
入
っ
て
い
て
柔
ら
か
く

　
片
手
で
簡
単
に
打
て
、
突
き
指
等

　
け
が
の
心
配
が
な
く
安
全
で
す
。

　
ま
た
、
ラ
リ
ー
が
続
い
て
も
手
が

　
痛
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
を
四
枚
の
羽

　
根
が
抑
え
る
の
で
滞
空
時
間
が
長

　
く
、
ラ
リ
ー
が
続
き
や
す
い
た
め

　
初
心
者
で
も
す
ぐ
に
ゲ
ー
ム
を
楽

　
し
め
ま
す
。

③
一
チ
ー
ム
四
人
で
行
い
、
三
回
以

　
内
で
相
手
コ
ー
ト
に
打
ち
返
す
た

　
め
、
ボ
ー
ル
（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
）

◎
㊤
◎
㊤

　
昨
年
、
婦
人
会
の
行
事
で
知
り
、

だ
れ
で
も
出
来
る
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

と
思
っ
て
羽
根
を
買
い
、
庭
先
で
、

羽
根
突
き
遊
び
と
い
う
感
じ
で
や
っ

て
い
ま
す
。
羽
根
を
送
り
出
す
よ
う

に
打
つ
コ
ツ
さ
え
つ
か
め
ぱ
す
ぐ
試

合
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
今
年

こ
そ
は
￥
婦
人
会
行
事
と
し
て
大
会

を
計
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寒
い
冬
薩
ビ
ツ
タ
リ

　
ま
だ
二
回
し
か
や
っ
て
み
ま
せ
ん

が
￥
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
羽
根
突
き
を

｝
諸
に
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
技
術
は
い
り
ま

せ
ん
。
羽
根
が
軽
い
の
で
サ
ー
ブ
を

し
て
も
手
が
痛
く
な
ら
な
く
、
寒
い

冬
の
軽
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ピ
ツ
タ

リ
だ
と
思
い
ま
す
。
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に
触
れ
る
機
会
が
多
く
楽
し
い
。

④
年
齢
、
性
別
、
技
術
に
応
じ
て
コ

ー
ト
の
広
さ
や
ネ
ッ
ト
の
高
さ
、

ま
た
、
タ
ッ
チ
の
回
数
（
通
常
は
三

回
）
を
変
え
て
行
う
こ
と
も
で
き
、

多
く
の
人
た
ち
が
楽
し
め
ま
す
。

…
劉
シ
デ
瓢
『
力
翁
墾
睦
潰
L
ま
薮
羅

．
指
導
嘩
ま
嘱
燗
義
－
藻
－
・
奪
錘
…
㎜

　
こ
の
よ
う
に
、
試
合
で
も
遊
び
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
“
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
”
の
魅
力
と
い
え
る
で
し

よ
・
つ
。

　
公
民
館
で
は
、
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
親
子
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
行
事

な
ど
か
ら
普
及
さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
。

羽
根
は
当
分
の
間
、
貸
し
ま
す
。
も

教育委員会社会体育係

武　田　定　純
　（県派遣社会教育主事）

　　　　　“鱒ユ“一

　　　　　　スボーツとは

①国内外を悶わす最近創造されたものです。

㊧諸外国でふるくから行われていましたが、最

　近わが国で普及されてきたものです。

⑤既存のスポーツ、成熟したスポーツを簡易化

　したものです。

④ただ新しいということだけでなく、既存のス

　ポーツがかな：り専門化し固くなっているのに

　対し、よりソフトに、よりなごやかに、そし

　てルールおよび大会のもち万等も桑軟にし、

　あまり今までスポーツを体験したことのない

　人たちにもスポーツの楽しさを伝えられるも

　のでなくてはなりません。

　したがってニュースポーツは、“いつでも”“だ

れでも”“どこでも”を合言葉にみんなに親しま

れ、日常生活に溶けこみ、我々の生活を健康で

潤いのあるものにしてくれるものなのです。時

圏をみつけて、ぜひ、自分自身の健康管理のた

めにも、楽しく運動できる喜びを見いだしても

らいたいと思います。

ち
ろ
ん
指
導
も
し
ま
す
。

冬
は
雪
原
で
、
夏
は
砂
浜
で
こ
の

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
“
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
”

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
い
か
が
で
し

　
　
　
ま

よ
う
か
。
先
ず
は
、
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

劉
シ
ザ
翫
『
豹
の
打
あ

サーブはこのように打ちます

ひ
じ
か
ら
先
の
部
位
、
（
片
手
、
両

手
、
平
手
、
手
の
甲
、
握
り
こ
ぶ
し
）

な
ら
ど
こ
を
使
っ
て
も
打
て
ま
す
。

そ
れ
以
外
は
、
反
則
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

最
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
適
し
安
定

し
た
打
ち
方
は
ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド
で
、

手
の
ひ
ら
の
指
の
付
け
根
あ
た
り
に

正
確
に
ボ
ー
ル
を
当
て
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

サ
ー
ブ
は
、
大
き
い
モ
ー
シ
ヨ
ン

で
確
実
に
打
つ
の
が
コ
ツ
。

レ
シ
ー
ブ
は
、
小
さ
め
の
モ
ー
シ

ョ
ン
で
軽
く
飛
ば
す
よ
う
に
打
つ
の

が
コ
ツ
で
す
。

ス
マ
ッ
シ
ュ
は
、
古
同
く
ジ
ャ
ン
プ

し
て
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
ド
で
打
ち
ま
す
。

六
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
と
ほ
ぽ
同
じ

　
コ
ー
ト
は
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
用
の

コ
ー
ト
を
使
い
ネ
ッ
ト
を
は
さ
ん
で

打
ち
あ
う
ゲ
ー
ム
で
、
ル
ー
ル
は
、

六
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
と

基
本
的
に
同
じ
で
す
。

ゲ
ー
ム
の
進
め
方

ゲ
ー
ム
は
、
原
則
と
し
て
四
対
四

の
人
数
で
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

①
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
サ
ー
ブ
権
か
コ
ー

ト
を
選
び
開
始
し
ま
す
。

②
サ
ー
ブ
は
必
ず
ア
ン
ダ
ー
で
打
ち

込
み
、
原
則
と
し
て
一
回
だ
け
で

す
が
、
ネ
ッ
ト
に
触
れ
た
場
合
は
、

も
う
一
度
や
り
直
せ
ま
す
。
ま
た
、

右
後
方
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
き
た
人

が
サ
ー
ブ
を
打
ち
、
サ
ー
ブ
権
が

か
わ
る
ご
と
に
、
右
回
り
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

③
一
セ
ッ
ト
十
五
点
先
取
制
。
両
チ

ー
ム
十
四
点
に
な
っ
た
と
き
は
、

ジ
ュ
ー
ス
で
、
そ
の
後
二
点
先
取

し
た
ほ
う
が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。

④
三
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
ニ
セ
ッ
ト
先

取
し
た
ほ
う
が
勝
ち
で
す
。

⑤
一
セ
ッ
上
二
回
の
タ
イ
ム
ア
ウ
ト

が
と
れ
、
一
回
に
つ
き
三
人
以
内

　
の
交
代
が
で
き
ま
す
。

　
一
セ
ッ
ト
は
十
分
ー
二
十
分
く
ら

　
い
。
フ
ル
セ
ッ
ト
で
も
一
時
間
程

度
の
試
合
時
間
で
終
了
し
ま
す
。

平成3年2月10日広報躍”宣と3



灘
経営耕地面積

、
　
隷

45

㎜，，認』1B．＿

一

　　ロ　　　　　き　ロ　　　　　　　　　　　　　　　

一　　』t　り十

…≡ヨ50年

ヨ

89，072

髪・ 皿皿55年

彫60年
ヨ
r嘲一一一一璽 “平2年

23，499

撚

1

総面積 田 畑 樹園地

100，000

80，000

60，000

40，000

20，000

　　　　　0

　
皆
惑
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
二
年
二
月
縢
日

現
在
で
行
わ
れ
た
烈
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
犠
結
果

（
概
数
値
）
が
ま
と
ま
》
ま
し
た
。
村
の
主
要
産
業

に
つ
雛
て
．
昭
和
四
十
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
の
六

回
に
わ
た
る
調
査
の
結
果
を
グ
ラ
フ
で
表
わ
し
て
み

ま
し
た
¢

　
蕊
十
醐
世
紀
に
向
け
て
．
中
里
村
の
農
業
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
数
寧
．

グ
ラ
7
で
皆
さ
ん
ピ
考
え
て
み
た
い
ど
思
轡
ま
す
．

畑
が
三
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
増

　
先
ず
中
里
村
の
経
営
耕
地
総
面
積

は
、
一
一
三
四
診
で
別
図
表
①
で
示

す
よ
う
に
畑
で
三
二
・
三
診
の
増
、

田
・
樹
園
地
（
桑
園
）
の
二
九
・
○

診
の
減
少
に
よ
り
結
局
三
・
三
診
の

増
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

国
営
苗
場
山
麓
総
合
農
地
開
発
事
業

の
倉
俣
工
区
の
実
績
が
入
れ
ば
更
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
（
別
図
表
①
）

　
し
か
し
、
一
方
で
は
兼
業
化
に
伴

な
い
改
廃
畑
も
多
く
な
っ
て
く
る
事
、

道
路
改
良
に
伴
う
住
宅
の
移
転
な
ど

に
よ
る
宅
地
や
公
共
施
設
の
用
地
増

に
よ
り
毎
年
二
～
三
診
の
農
地
転
用

が
予
想
さ
れ
る
事
な
ど
か
ら
、
一
時

的
に
増
加
こ
そ
し
ま
す
が
、
そ
の
後

増
え
る
要
素
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

大
規
模
農
家
シ
ェ
ア
高
ま
る

　
経
営
規
模
別
で
は
、
村
の
平
均
の

○
・
五
診
か
ら
一
・
○
診
の
農
家
が

相
変
わ
ら
ず
多
く
、
大
き
な
変
化
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
○
・
三
診
か
ら
一
・
五

診
ま
で
の
農
家
が
減
少
し
、
二
・
五

診
か
ら
五
・
○
診
以
上
の
比
較
的
大

規
模
の
農
家
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

（
別
図
表
⑦
参
照
）

　
こ
れ
は
、
国
営
苗
場
山
麓
総
合
農

地
開
発
事
業
の
推
進
や
、
中
核
的
農

家
へ
の
流
動
化
が
進
め
ら
れ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
担
い

手
農
家
へ
土
地
を
集
績
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
規
模
拡
大
を
図
り
安
定
し

た
担
い
手
農
家
の
育
成
が
必
要
で
す
。

総
農
家
数
は
一
〇
五
二
戸

第
一
種
兼
業
か
ら

　
　
　
　
　
　
第
二
種
兼
業
へ

　
総
農
家
戸
数
は
、
前
回
（
昭
和
六

十
年
）
に
比
べ
、
六
〇
戸
減
り
一
〇

五
二
戸
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

念総農家数
・・△・専業農家

一・臼一・兼業農家

一厳π第1兼業・

一◆一第2兼業

1謂尋兼業別曇家数嚇

1，200

　　　　　．一，一．’．一一一Eヨー・、．、

　　　　［ヨー’”一　　　　　、＼、
1，100　　　　　　　　　　 臥駐、、、
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昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
五
年
の
二
・

四
％
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
昭
和
六

十
年
の
二
・
六
％
の
減
少
率
に
比
べ

二
・
二
倍
の
五
・
四
％
減
少
と
い
う

結
果
で
、
離
農
す
る
戸
数
が
急
増
し

て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
別
図
表
⑤
⑥
参
照
）

　
こ
の
減
少
は
、
専
業
農
家
が
二
戸
、

兼
業
農
家
が
五
八
戸
と
な
っ
て
い
ま

す
。
専
業
農
家
が
減
少
ぎ
み
な
が
ら

も
ほ
ぽ
横
ば
い
（
構
成
比
六
・
四
％
）

に
対
し
、
総
農
家
数
と
同
率
で
兼
業

農
家
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
農
業
収
入
を
主
と
し
て

い
る
第
一
種
兼
業
農
家
（
構
成
比
一

四
・
五
％
）
が
減
少
、
農
外
収
入
を
主

90

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

の

厨
区　　　分 総農家数 専業農家 うち男子盤

産年齢人口
のいる世帯

兼業農家
計 第1種第2種

農家数
　　　（戸〉

40　年 1，270 157 1，113 771 342

45年 1，229 93 1，136 565 571

50　年 1，165 74 74 1，091 471 620

55年 1，142 77 54 1，065 375 691

6Q　年 1，112 69 33 1，043 256 787

平2年 1，052 67 21 985 153 832

55／50 △　　2．4 4．1 △28．0 △2．4 △20．4 11．5

60／55 △　　2．6 △10．4 △39．0 △2．1 △31．7 13．9

2／60 △　5．4 △2．9 △36．4 △5．6 △40．2 5．7

構成比
　　　（％／

50　年 100 6．4 6．4 93．6 40．4 53．2

55年 100 6．7 4．7 93．3 32．8 60．5

60年 100 6．2 3．0・ 93．8 23．0 70．8

平2年 100 6．4 2．0 93．6 14．5 79．1

新潟県 平2年 100 7．7 92．3 13．8 78．5
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中里村農業委員会

会長江口耕三

農家一戸一戸の

　　　利益が第一

経営規摸の拡大がみられますが、純農村からすれば

時代に含ってきていると思います。これは近年押し進

めている利用増進事業や農業構造改善事業の成果もあ

ると思います。専業から第／種兼業へ、それから第2

種兼業へ、そして、一生懸命やった結果家庭菜園だけ

となるのも時代のすう勢でやむを得ないことです。

ですから兼業農家の健全な蕎成も考えて行く必要が

あります。農業委員会の仕事は、農地を守ることと岡

時に一戸一戸の農家の利益を第一として考えなければ

なり諌せん。そのためには、就業の場確保の転用もし

かたない場合がでてきます。企業誘致によって安定兼

業が進めぱ、その中から第二のステップとして自然的に

溌動化も増えてくるでしよう。そして、りっばな担い手

を育てることと、農村の活牲化を図ることができます。

中塁村農業協同組合

組合長理事高橋信雄

観究農業との

　　結びつきをμ

専業農家が2戸減って67戸という結果ですが、私が

主張してきた專業とは夏場一生懸命農業をして、冬場

スギー場等の建嚢をする農家も奪業農家と考えていま

す。驚鞍から中里村のこのような農業主体の人は窪50添

以止になると思い謹す。雪国ですから雪を利爾し、自

然縫逆らわない農業形態がよく、雪の産業に隔聴的に

勤めることも自然マ嬰チしていると思います。

これからの農業は、簡単な樺業は自分でやり墓幹的

嶽樺業は委託する農家が増えてくるでしよう。そして

奪業農家には、リゾード客を相手にした観光農業の道

も開かれてきてい談す。蕩沢聴などのリゾートマンシ

認ン客を対象とした財一ナー制」や「低農薬」などの観

光農業も考えられます。蛍働力は、高齢者対策とも結び

つけられるなど、立地条件はそろってきてい諜す。

醗
　
　
　
農
家
戸
数
六
〇
戸
減
少

と
し
て
い
る
第
二
種
兼
業
農
家
（
構
　
　
っ
て
い
ま
す
。
　
（
別
表
⑥
参
照
）
　
　
　
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ

成
比
七
九
・
一
％
）
が
増
大
し
て
い
　
省
力
化
さ
れ
て
い
る
が
　
　
ン
が
増
え
、
逆
に
動
力
散
粉
機
、
乾

く
傾
向
が
強
く
み
ら
れ
ま
す
．
　
　
　
高
齢
化
、
　
　
　
　
　
　
　
燥
機
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
総
農
家
数
は
減
少
し
　
　
　
　
過
剰
投
資
が
進
む
　
　
ほ
ぼ
普
及
し
終
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

た
も
の
の
、
専
、
兼
別
の
構
成
比
は
　
　
農
家
数
の
減
少
に
伴
い
農
業
従
事
　
　
す
。
　
（
別
図
表
④
参
照
）

昭
和
五
十
年
と
ほ
と
ん
ど
変
り
が
な
　
者
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
　
　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
六
十
日
以

く
、
農
業
を
主
と
し
て
い
る
農
家
よ
　
基
幹
的
農
作
業
従
事
者
で
は
、
六
＋
　
上
農
業
に
従
事
し
た
者
は
、
六
＋
歳

り
、
片
手
間
で
農
業
を
し
て
い
る
農
　
歳
ま
で
の
従
事
者
が
減
少
し
、
六
十
　
以
上
の
高
齢
者
が
多
く
、
ま
す
ま
す

家
が
調
査
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
多
　
歳
以
上
の
従
事
者
が
多
く
な
っ
て
き
　
農
業
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
。

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。
　
（
別
図
表
②
参
照
）
　
　
ま
た
、
農
業
機
械
の
高
馬
力
、
大
型

　
ま
た
、
専
業
農
家
の
う
ち
六
十
四
　
　
日
数
別
農
業
従
事
者
数
は
、
二
九
　
化
へ
の
買
い
替
え
に
伴
う
性
能
ア
ッ

歳
以
下
の
男
子
の
い
る
世
帯
が
、
昭
　
日
以
下
だ
け
が
増
え
、
三
〇
日
以
上
　
　
プ
に
よ
り
農
作
業
時
間
は
省
力
化
さ

和
五
十
年
よ
り
三
〇
％
台
の
減
少
を
　
　
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
　
（
別
図
表
　
　
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

続
け
、
現
在
二
一
戸
と
な
り
専
業
農
　
③
参
照
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
剰
投
資
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分

家
の
担
い
手
不
足
、
高
齢
化
が
目
立
　
　
農
業
機
械
の
個
人
有
台
数
で
は
、
　
か
り
ま
す
。
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3月24日（日）
驚雪の滑り台

全長100Mをチューブで一気に滑べり降りよ

⑪スノーモービル周遊ソリ

⑫チビッコ広場

　集まれ！雪山などで自由に遊ぽう！

癖出店オープン

⑳スノースポーツ

鑑篇ルうノーゲートボーリング〕

村
・
県
民
税

　
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
、

皆
さ
ん
に
村
・
県
民
税
申
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
申
告
し
て
い
た
だ

い
た
所
得
（
平
成
二
年
中
の
所

得
）
を
基
に
、
村
が
税
金
を
計

算
し
後
日
通
知
書
を
送
付
し
納

税
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い

人
は
、
平
成
三
年
一
月
一
日
現

在
中
里
村
に
住
ん
で
い
て
、
平

成
二
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人

で
す
。
所
得
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
人
に
対
し
て
、
今
月
中
旬
に

申
告
書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で

必
要
事
項
を
記
入
の
上
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
捺
印
す
る
こ
と
と
、
世

帯
構
成
の
記
入
を
忘
れ
ず
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
生
命
保
険
損
害
保
険
料
控
除

等
を
受
け
る
人
は
支
払
い
額
の

証
明
書
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
つ
ぎ
の
人
は
申
告
書

を
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
務
処

理
上
必
要
で
す
の
で
捺
印
の
上

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
給
与
所
得
の
み
の
人

②
公
的
年
金
等
の
所
得
だ
け
の
人

③
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

　
出
し
た
人
。

④
所
得
が
な
い
人
（
所
得
が
な

　
い
旨
を
記
入
く
だ
さ
い
。
）

所
得
税

　
所
得
税
は
、
．
あ
な
た
自
身
が

所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
算
出

し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度

を
と
っ
て
い
ま
す
。
次
に
該
当

す
る
よ
う
な
人
は
、
三
月
十
五

日
ま
で
に
申
告
と
納
税
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が

　
あ
る
人

　
事
業
所
得
（
商
業
、
工
業
、

　
農
業
、
医
業
、
漁
業
等
の
所

　
得
）
や
不
動
産
所
得
（
地
代
、

　
家
賃
等
の
所
得
）
な
ど
が
あ

　
る
人
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
。

昌
、
一
般
の
人
の
場
合

　
平
成
二
年
中
の
各
種
の
所
得

　
金
額
の
合
計
か
ら
基
礎
控

　
除
、
そ
の
他
の
所
得
控
除
の

　
合
計
額
を
差
引
き
計
算
し
た

　
税
額
が
、
配
当
控
除
額
よ
り

　
も
多
い
人
は
申
告
し
な
け
れ

　
ば
な
り
ま
せ
ん
．

呂
、
給
与
所
得
が
あ
る
人

　
給
与
所
得
者
は
、
通
常
勤
務

　
先
の
年
未
調
整
で
税
金
の
精

　
算
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
確

　
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
給
与
所

　
得
者
で
も
次
の
よ
う
な
人
は
、

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

　
り
ま
せ
ん
。

①
給
与
の
年
間
収
入
が
一
千
五

　
百
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
を
一
ヵ
所
か
ら
受
け
て

　
い
る
人
で
、
給
与
所
得
や
退

　
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計

　
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
受

　
け
て
い
る
人
で
、
年
未
調
整

　
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収

　
入
金
額
と
、
給
与
所
得
や
退

　
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計

　
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

④
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親

　
族
な
ど
で
、
そ
の
会
社
か
ら

　
給
与
の
ほ
か
に
貸
付
金
の
利

6



　
二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ

ん
！
今
ま
で
国
民
年
金
に
は
任

意
加
入
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　

四
月
か
ら
は
第
一
号
被
保
険
者

と
し
て
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
す
。

　
今
ま
で
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
そ

の
期
間
に
障
害
者
と
な
っ
た
場

合
に
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
を
卒
業
し
て
か

ら
国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
、

加
入
期
間
が
短
く
な
り
満
額

（
二
十
歳
か
ら
四
十
年
間
納

付
）
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
二
十
歳
以
上
の
方
は
必

ず
加
入
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
間
題
は
解
消
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
加
入
手
続
き

・
国
民
年
金
に
加
入
す
る
に
は
、

住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
町

村
役
場
に
『
国
民
年
金
被
保
険

者
資
格
取
得
届
（
申
出
）
書
』
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
と
居

住
し
て
い
る
場
所
が
違
う
場
合

は
、
住
民
票
の
あ
る
と
こ
ろ
で

親
な
ど
が
代
理
と
し
て
手
続
き

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
保
険
料

・
保
険
料
の
納
付
義
務
は
被
保

険
者
（
学
生
）
本
人
及
び
そ
の

世
帯
主
、
配
偶
者
に
生
じ
ま
す
。

．
一
ヵ
月
の
課
険
料
額
は
、
平

成
三
年
四
月
か
ら
九
千
円
で
す
。

◎
保
険
料
の
免
除

・
経
済
上
の
理
由
な
ど
か
ら
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
保
険
料
の
納
入
を
免
除
さ

れ
ま
す
。

・
免
除
を
受
け
る
に
は
『
国
民

年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
』
に

在
学
証
明
書
（
学
生
証
で
も
可
）

及
び
親
元
世
帯
の
所
得
証
明
書

〔
給
与
所
得
者
の
場
合
は
源
泉

徴
収
票
（
写
し
で
も
可
）
〕
を
添

え
て
、
申
請
す
る
よ
う
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
申
請
の

窓
口
は
住
民
票
の
あ
る
市
町
村

役
場
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

四
月
か
ら
保
険
料

　
九
、
O
O
O
円
に

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料

は
、
今
年
の
四
月
か
ら
一
ヵ
月

に
つ
き
九
千
円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
や

障
害
な
ど
で
働
け
な
く
な
っ
た

と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
を
失

っ
た
と
き
な
ど
に
、
年
金
を
支

給
し
て
生
活
を
保
障
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
年

金
の
価
値
を
社
会
情
勢
に
応
じ

た
水
準
に
保
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
人
口
の
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
中
で
年
金
受
給
者
が

増
加
し
、
年
金
の
支
払
い
に
要

す
る
費
用
も
年
々
増
え
て
い
ま

す
。　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
年

金
額
の
引
き
上
げ
と
共
に
、
国

民
年
金
の
財
源
と
な
る
保
険
料

の
引
き
上
げ
も
必
要
と
な
り
ま

す
。　

国
民
年
金
制
度
を
健
全
に
運

営
し
て
い
く
た
め
の
保
険
料
の

改
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民

年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村・県民税、所得税相談日程
子
、
店
舗
・
工
場
の
賃
貸
料

な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
人

⑤
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、

　
住
民
取
得
㈱
特
別
控
除
な
ど

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

お
問
い
合
わ
せ

〈
村
・
県
民
税
〉
税
務
課
智
六
〒
一
一
＝
二

〈
所
得
税
〉
＋
日
町
税
務
署
盈
葦
⊥
一
＝
八
一

期　日 会　　　場 時　間

田代生活改善センター 9二30～11二30

清田山集落センター 13：00～16：00

2月20日㈱重地構造改善センター 9二〇〇～11二〇〇

2月21日㈱倉俣集落開発センター 9二30～16二〇〇

2月22日働役場（累奪二翻餐皇如） 9二〇〇～16二〇〇

2月25日（月）
土倉分校 10二〇〇～11：30

倉下克雪センター 13：30～15：00

2月26日㈹役場（全集落） 9二〇〇～16：00

2月28日㈹
東田尻集落開発センター 9二30～11：30

小出生活改善センター 13二30～16：00

3月1日働
高道山集落開発センター 9二〇〇～11：00

市之越農作業準備休養施設 13：30～16二〇〇

3月4日（月） 宮中集落開発センター 9二〇〇～11二30

3月5日㈹ 堀之内集落開発センター 9二30～16二〇〇

3月7日㈱ 役場（辞誘岳：隷新） 9：00～16二〇〇

3月8日総 役場（隷犠凝中。） 9：00～16二〇〇

3月12日㈹役場（全集落） 9二〇〇～16二〇〇

※できるだけ指定された相談日においでくだ

　さい。

※土地、建物等の譲渡所得がある人は2月26

　日においでください。

※申告日を指定された人はできるだけその日

　においでください。

第3号被保険者
第2号被保険者に扶養

されている配遇者で20

歳以上60歳未満の人

第2号被保険者
厚生年金保険や共済組

合に加入している人

第1号被保険者
20歳以上60歳未満の人

で、次の第2号と第3
号被保険者以外の人

※

　
四
月
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
に
対
す
る
医
療
費
助
成
事
業

を
開
始
し
ま
す
。

一
、
対
象
に
な
る
方

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
か
母
又

は
両
親
が
い
な
い
児
童
な
ど
を

養
育
し
て
い
る
方
で
、
次
の
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
方
及
び
そ

の
児
童
。

　
十
八
歳
に
な
っ
た
年
度
の
三

月
三
十
一
日
（
障
害
の
あ
る
方

は
二
十
歳
未
満
）
ま
で
の
児
童
。

な
お
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ロ
一
、
次
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

①
国
民
健
康
保
険
又
は
社
会
保

　
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
。

②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

③
老
人
保
健
法
に
よ
り
医
療
を

　
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

④
老
人
（
圓
圏
）
・
重
度
心
身
障

害
者
（
圏
）
・
乳
児
（
⑳
）

　
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
に

　
な
る
方

⑤
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
方

三
、
受
給
者
証
の
交
付

　
対
象
に
な
る
方
は
、
「
受
給
者

証
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

四
、
助
成
さ
れ
る
医
療
費

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
か

ら
、
外
来
一
ヵ
月
当
た
り
八
百

円
、
入
院
一
日
当
た
り
四
百
円

を
控
除
し
た
額
が
助
成
さ
れ
ま

す
。▼

申
請
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、

住
民
課
福
祉
係
窓
口
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成3年2目10日広報躍”宣と：7



ノ、

灘瓢

田
沢

年．

田
沢
小
四
年

難穂

ま
く
書
け
て
る
ね

　
冬
休
み
（
正
月
二
日
と
生
懸
命
練
習
し
た
「
書
き
初

め
」
を
、
各
学
校
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
里
中

一
年
南
雨
云

渉

中
里
中

一
年
村
山
明
子

中
里
中

年

斎
藤
み
ど
り

し　

藤・　驚灘
清　 貝

織鞠騨野
小娠　 ’

小

四熱勲四

　　　難轟鞭
　　　購瞭耽禰

繭

神
奈
川
県
川
崎
市

　
私
の
ふ
る
さ
と
は
、
神
奈
川

　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
　
　
　
　
　
に
ぎ

県
の
川
崎
で
す
。
初
詣
で
で
賑

わ
う
川
崎
大
師
の
あ
る
所
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
ふ

お
正
月
、
活
気
に
溢
れ
る
参
道

は
、
地
元
の
商
店
、
土
産
物
屋

の
他
、
様
々
な
屋
台
が
並
び
、

ど
こ
が
歩
道
で
ど
こ
が
道
路
か

わ
か
ら
な
く
な
る
程
で
す
。
そ

ん
な
雑
踏
も
、
い
ざ
離
れ
て
し

ま
う
と
、
う
っ
と
う
し
い
も
の

わたしの

　
　
　
　
ん

　
　
　
　
さ

　
　
嚢
簸
　
　
　
　
“

－
…
、
　
俣
崎

　
　
　
倉
松

群馬県

埼玉県
茨城県

東京都

　獺榛灘韮鎌 千県

川崎市

で
な
く
、
懐
か
し
い
ば
か
り
で

す
。
け
れ
ど
、
こ
の
町
が
賑
や

か
な
の
は
、
だ
い
た
い
お
正
月

の
一
ケ
月
。
普
段
は
静
か
な
住

宅
地
で
す
。

　
リ
ク
ル
ー
ト
の
ビ
ル
が
や
た

ら
と
目
に
つ
く
川
崎
駅
周
辺
は
、

私
が
子
供
の
頃
に
比
べ
る
と
、

大
変
き
れ
い
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
会
社
帰
り
に
は
、
よ
く

あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
と
寄
り
道
し

て
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
駅
周
辺
は
常
に
人
通
り
が

多
く
賑
や
か
で
す
。

　
新
幹
線
等
、
交
通
の
便
も
良

い
の
で
、
ど
う
ぞ
遊
び
に
行
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑳

倉俣小学校6年
　　てつ　なり
滝沢哲也くん

この版画は￥バスケットボール

でバスをカットしたところです。

顔の表情（ほっべ）がうまくでき

ました。光と影を使って立体感を

出すのに苦労しました。

妻を理妻嘉』ん，欝）⑳

ぽく￥のりものが大好き！車で

あそんだり￥きしゃが走っている

のを見に行ったりしているんだ。

食べ物は￥バンが大好きで．いつ

も食べているよ。宝物は￥はなが

とれてる犬のぬいぐるみ。はなが

とれてちょっとざんねん。お田さ

んは￥素百で元気に育ってくれれ

ばそれでいいんだって。

∫



駄　　嘩、．属，幽瑚

　
ヘ
キ

、
曳
礎

轟
難

棄
懇

菰1垂、

、
論
　
苧
く
”

繕
欝
礁
癖
灘

・
、
鱗
．
卿
懸
灘
・
難

紬
欝
灘
響
、

トレーン滑走でスキーを楽しむ代議士（先頭）

高
鳥
代
議
士

清
津
ス
キ
ー
場
視
察

　
一
月
十
四
日
、
高
鳥
修
衆
議
院
議
員
が
、

上
越
国
際
清
津
ス
キ
i
場
を
視
察
し
、
地

元
ス
キ
；
ヤ
ー
と
約
一
時
間
半
に
わ
た
っ

て
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
現
在
私
は
、
全
国
ス
キ
i
安
全
対
策

協
議
会
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ

ろ
ば
な
い
ス
キ
ー
を
目
指
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
さ
っ
そ
く
ゲ
レ
ン
デ
ヘ
。

後
半
雪
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
も

う
一
本
行
ぎ
ま
し
ょ
う
」
と
、
見
事
な
滑

り
と
若
さ
あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
、
当
間
リ

ゾ
ー
ト
構
想
や
ス
キ
i
場
拡
張
計
画
の
陳

情
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

ぺ

コーンフラワ繭

づくりに挑戦

古高真由美さん

　　（朴木沢新田）

籔璽

羅
繕
講
轟
、
、

　古高さんは、コーンフラワーづくりに奮闘してい

ます。きっかけは、廉年群馬県のスキー場でアルバ

イドをしていたときみやげ屋で見つけ自分もやって

みたいと考え挑戦したそうです。コーンの中には、

エユーヨークの植物園で冤つけた変った畠種を持ち

帰って栽培したものもあるというぐらいに大変凝っ

た作品もありました。このコーン類を中心にして、

どんぐりやモ臼紅、唐幕子、猫じゃらし、アジサイ、稲

穂などをその談ま乾燥させ、壁かけ、置物、り一ス

等を作り、上越国際スギー場のみやげ売場で扱って

もらい、なかなかの評判だそうです。

　自然のぬ《もりが感じられるこれらのコーンフラ

ワー類は、材料に隈りがあり大量に作れないことや

カビが生えたりして乾燦に大変で蓋労も多いのです

が、ステキと思って翼って《れる入のため心を込め

て夜遅くまでかかって作っているそうです．

年頭のあいさつをする山本村長と参加者

合
同
年
賀
交
歓
会

会
費
制
で
ス
タ
ー
ト

　
中
里
村
合
同
年
賀
交
歓
会
が
一
月
四
日
、

林
屋
旅
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
商
工
会
、
農
協
、
役
場
が
主
体
と
な
っ

て
開
か
れ
た
こ
の
形
式
の
年
賀
交
歓
会
は

今
回
が
初
め
て
で
村
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
の
方
々
三
十
九
人
か
ら
会
費
制
で
参
加

し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

　
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
山
本
村
長
は
、

「
米
の
輸
入
自
由
化
に
は
絶
対
反
対
で
あ

る
〃
”
そ
し
て
、
足
腰
の
強
い
農
業
を
押
し

進
め
る
た
め
農
協
と
一
体
と
な
っ
て
”
攻

め
”
の
農
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ほ

圃
場
整
備
（
桔
梗
原
地
区
）
は
、
村
の
事

業
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で
更
な
る
推

進
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い
。
国
県
道
に
つ
い

て
は
、
昨
年
よ
り
増
額
の
予
算
要
望
を
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
議
員
の
皆

様
方
と
十
分
議
論
し
て
、
行
き
着
く
所
は

一
つ
と
な
っ
て
、
村
の
た
め
一
層
の
努
力

を
か
さ
ね
た
い
」
と
、
新
年
の
希
望
に
満

ち
た
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

きっかけは……ワ中学・高校の同級生なんです。

　　　　り高校を卒業して6～7年後に彼女か

　　　　　ら突然、電話がかかってきたのが、始

　　　　　まりです。

第一印象は……り俺の嫌いな髪型をしていた。ワ

　　　　　この人と結婚するなあと思った。

交際中は……り彼女が東京にいたので、東京によ

　　　　　く遊びに行った。

結婚生活は……り最初は、ままごとのように感じ

　　　　　ていたが子供が生まれたら家族という

　　　　　感じがしてきた。

子育てのモットー……りいろいろな事をためして

　　　　みて、合うものに打ちこませたい。⑫

　　　　やさしくて、人の気持ちが分かるよう

　　　　　な子に育ってほしい。

村への要望……り広い芝生のある公園が欲しい。

　　　　ワ自然を破壊しないリゾート開発をし

　　　　てほしい。

り
桑
原

ワ

浩
　
　
曲

三
干
代
さ
ん
佳
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麻
葉
ち
ゃ
ん
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　地域に自生する植物や、海外からの

新しい作物等についての懇談会を下記

の通り開催しますので、少しでも興味

のある方の御参加をお待ちしておりま
す。

日時平成3年2月25日（月）

　　　午後1：30～3：30

場所津南町堂平高冷地農業技術
　　　センター会議室
内　容

（1）全国各地の特産の取組紹介

（2）「資源掘起園」の概要と実績について

（3）新しい作物等の試食

（4）意見交換会（地域での取組方向など）

お問い合わせは、中魚沼農業改良普及

所南部班（高冷地農業技術センター内

盈65－2145）へどうぞ。

活動内容

対象学年

募集人員

活動場所

活動回数

経　　費

申し込み

紙工作、木工作、電気工作な

どの基礎工作発明工夫作品

小学校3年以上中学生

60人

十日町市立十日町中学校

理科教育センター

4月～12月までの約22回
隔週土曜日か日曜日の午後

教材費と障害保険料で

3，000円

3月15日まで　※申込書は

各学校にあります。

　ハローワーク十日町では、休日も求

人情報を御覧になれるように、庁舎外

にインフォマーシャルコーナー（管内

企業の求人情報展示案内板）を設置い

たしましたので御利用下さい。なお、

求人に関する情報等の展示を希望され

る事業主の方は、ハローワーク十日町

（求人係）に御相談ください。

　新潟県公立学校の教育水準の維持向

上を図るため、臨時的任罵教員（講頗・

養護助教諭）及び葬常勤講簾の志願者

を広く募集して頃ます。詳し藍は役場

学校教薄課へお問鱒舎わ懸くださ晒。

　村観光協会では、4月29日（月）に予定

している黄桜の丘桜まつりの中で行う

短歌発表会の短歌を募集しています。・

■課題　黄桜の丘、黄桜、名勝鷹の巣、

　　　信濃川の流れ
■締切　3月20日㈱
■方法　官製はがきに①作品（一人3

　　　首以内）②住所③氏名を明記
■宛先　中里村観光協会（役場開発課内）

　屋根の雪おろしの際には次の点にご

注意くださるようお願い申しあげます。

①雪おろしの時に電線に雪を投げ当て

　ないでください。停電の原因となり

　ます。

②変圧器や電線に触れますと、感電す

　る恐れがありますので、付近で作業

　する場合は十分にご注意願います。

③電線が切れて道路に落ちていても、

　絶対にさわらないでください。最寄

　りの東北電力までご連絡願います。

東北電力㈱十日町営業所盈52－3107

　親がなくなケ）、土地や家屋などを相

続しても登記はつい忘れがちです。相

続登記は何時までにしなければならな

いとの定めはありませんが、時間が経

過しますと、相続人が続けて死亡した

り相続関係者が増えたり、また、書類

の取り揃えやその他で複雑になりがち

です。

　面倒だ、縁起でもない、費用がかか

ると放置しないで、トラブルを起こさ

ないためにも、相続登記は早目にしま

しょう。

　2月1日から2月28日までの1ヵ月
間、相続に関しての無料相談を行って

おります。最寄りの司法書士事務所へ

お気軽にご相談ください。

平成3年度固定資産課税
　台帳の縦覧期間延期

　税務課で行われている固定資産課

税台帳の縦覧は、毎年3月1日から

20日までですが、平成3年度の税制

改正法案が国会で成立するまで不確

定ですので4月6日から4月26日ま
で延期します。

お鐡墜毯
繭鍵

灘欝鯛禦
璽（上原有薯子長女）上山

欝（渡邉妻享長男）山崎

疇（高橋叢長男）倉俣

　
　
　
繍
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い

※掲載を希望されない方は届出の

　際に申し出てください。

●事故発生件数　　　　　0件

●傷者　　　　　　　　0件
●死亡事故ゼロ　　　　40日

　　　　　　　（1月末累計）

訂 正

　1月号8ぺ一ジ中、小林智也くん、関

沢努くんの顔写真が入れ違っていま

した。訂正しておわびいたします。

～　1日1円交通災害共済～

　今年も年間わずか350円の交通災害
共済に家族そろって加入しましょう。

安い会費で最高100万円の見舞金が支

払われます。自動車による事故だけで

なく、自転車でころんだり、トラクター

の転倒によるケガでも対象になります。

　加入申し込みは、後日、村政事務嘱

託員さんを通じて配布しますので、多

くの人の加入をお願いします。

　お問い合わせは、役場住民課窓口へ

初
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　村でほ、平成3年魂月からの家庭奉
仕員を下記により募集します。

募集人員　2名（予定）

　　　　週5日の勤務　1名
　　　　月1週間程度の勤務　1名
受験資格考　満18歳以上で50歳未満の

　　　　女性
試験方法　2月下旬に作文、面接試験を

　　　　行います。

申し込み先　2月20臼㈱までに履歴書

　　　　を添えて役場総務課へ申し

　　　　込んでください。

　’“（
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　覧ハ
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餅鷹ぞ，1一寅噸
，、川レ，ツん’ニコL幾鱒一し1、

ヲむ，7》職，1一、乙》　汐

　恵福園では4月採用予定の職員（栄
養士1名）を募集しています。

受験資格は、昭和鍍年4月2日から昭和

35年4月1日までに生まれた人で栄養士

の資格を有しかつ、経験年数3年を有

する人です。先月号で一ヵ所が34と誤

っていました。訂正しておわびいたします。

申し込み期限は、2月20日㈱までです。

1個に1本さしておいてください。

◆雪だるま抽選会

　旗に番号が書いてあります。2月17
日（日）に抽選を行い、当選者には賞品を

差し上げます。

◆写真による雪だるまコンテスト

　皆さんの雪だるまを写真に撮って十

日町市役所・商工観光課（〒948十日

町市千歳町3－3智57－3111）に2月

28日までに送ってください。入賞者に

は賞品を差し上げます。

　問い合わせは、十日町雪まつり事務

局クロス10内智57－3345

希望者は、至急申し込みください。

　平成3・4年度に中里村が発注する

各種の建設工事、物品の納入などの指

名競争入札及び随意契約の協議に参加

を希望される事業者は、添付書類など

早めに手配されて期限までに申請して

ください。

受付期間　2月1日～3月30日
申請書類　新潟県様式

提出先　役場総務課財政係

◎母親学級・妊婦検診

　2月22日働　上村病院
　　母親学級（受付〉12：45～13100

　　　　　　（内容）妊娠中の保健

　　妊婦検診（受付）13：30～14：00

◎乳幼児検診

　3月8日働　保健センター
　　　　　　（受付）13：00－13：30

　乳児検診H．2．4．1～H．2。5．31生

　　　　　H．2．10．1～H．2．11．30生

今月の納税と振替日

（2月28日）

（2月26日）

（2月26日）

税
料

険
険

保
保
料

康
金

健
年
育

民
民

国
国
保

■
　
田
　
■

　「まつりだ！ことしもみんなで雪だ

るま！ふれあいネットワークで10，000

個にタッチダウン〃」

　昨年の第41回十日町雪祭りでは、お

かげさまで「5，477個の雪だるま」がで

きあがり、遠来のお客様を暖かく歓迎

することができました。

　今年もふれあい雪だるま作りに「雪

まつり」の玄関口として、中里村の皆

さんからも参加していただきたくよろ

しくお願いいたします。

　なお、雪だるまは2月15日の夜まで
に完成させ、各役場に届けてある旗を

　県立高等学校通信制では、平成3年
度入学生徒の募集をしています。

　通信制では毎日登校しないで、月に

2～3回決められた日曜日に登校して
授業を受け、ほかの日には自宅で与え

られた課題を学習してレポートを提出

し、4年以上で高等学校の卒業資格を

得ることができます。なお、教科書等

は無償で給与され、就学奨励金の貸与

制度もあります。今年3月に中学校を
卒業見込の人、中学校を卒業した人や、

それと同等以上の学力のあると認めら

れる人ならば、年齢に制限なく誰でも

出願できます。

「入学案内」を希望する人は、返信用

切手（72円）を貼った返信封筒を添え

て新潟県高等学校通信制へ請求してk

ださい。

住所　〒951新潟市関屋下川原町2

　　管025－266－2024

　十日町地域消防本部では、平成3年
春季火災予防運動で使用する標語を広

く募集します。皆さんのアイディアで

防火の関心が高まるような標語を、ど

しどし出品してください。

テーマ　「火災予防を呼びかける標語」

応募資格　十日町市、川西町、津南町、

中里村のいずれかに在住する人。

記載方法　官製はがきに標語及び住所、

氏名、年齢を記載する。1人2点以内

とします。なお、すでに使われた標語

は出品できません。

応募締切　平成3年2月28日

表　　彰　最優秀賞1点　優秀賞数点

提出先・問い合わせ先

〒948十日町市川治内後　十日町地域
消防本部予防課盈57－1555へどうぞ。
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　2月9日～3月8日
カレン．タ㌧一

井之川裕明さん

集落山崎
青春しτます

昭和45年12月1日生まれ20歳

⑪（日）
建国記念の日

14㈲

15㈹
心配ごと相談日（根津　敬）合老人福祉センター
⊂）13：00～16：00

第42回十日町雪まつり

16仕）
第42回十日町雪まつり

⑰（日）
第42回十日町雪まつり

村民競技スキー教室合上越国際清津スキー場
09：00～

20㈱

21休）

22㈹
心配ごと相談日（村山篤稔）倉老人福祉センター
013：00～16：00

敬老体験学習合清津峡小013：00～15100

23仕）
村民競技スキー教室合上越国際清津スキー場
⊂）13：30～

⑳（日）
村民アルペンスキー大会合上越国際清津スキー
場㊤9：00～　　母子愛育会・婦人会・農協婦人部

合同研修会心総合センター012：30～

25（月）

28㈲

餌㈹
心配ごと相談日（山本ケン）合老人福祉センター
㊤13：00～16：00

2仕）

③（日）
村民卓球大会合村民体育館（99：30～（種目・一

般の部・中学生男女の部・小学生の部）ふやスマイ
ルスキーツアー合マントパーク津南（99：00～21：00

4（月）

5（殉

6㈱

7休）

8㈲
心配ごと相談日（藤田義一）血老人福祉センター

㊤13：00～16：00

　　　巌変糞す蒼場合があ鱒ま玄。御罵の際継確認を
吃　’　　　．．懸灘一．・．・．…．簾慧翫

星座射手座
血液型B型
身長・体重　173cm・63kg

仕事は、Aコープ中里の鮮魚で

魚を切っています。趣味は、スキ

ーとドライブ。理想の女性は、夢

に向かって頑張っている人。結婚

は、24～25歳に出来たらいいと思

っています。自分の性格は、Pop

でLightでEasyです。今楽しい事

は、夢について友達と語りそれに

向かって頑張っていること。夢は、

たくさんありますが、北海道に家

物）を作ってほしい。

⑳津南病院葎5扇綿

⑳山・医院禅鰯1

⑳庭野医院禅冨需1

⑳中条病院禅冨鴇1

⑳上村病院締3里闇

⑳津南病院葎5謂1
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　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1￥自然を愛し美しい村をつくりま1す。

1、健康で働き明るい村をつくります。

4、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をっくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

まんじともえ

「まんじともえと降る雪」と

いえば．縦横に入り乱れて激

　　　　　　　まんじしく降る雪の形容です。「卍」
　ともえ
も「巴」も，古くから紋所とし

て使われてきたテザインでし

た。

卍はサンスクリット語の

「万」の字で￥インドの神にみ

られる胸毛の形から起こった

印とされています。仏教では，

仏の胸に描かれた吉祥のシン

ボル。地図の記号としては￥

寺院の位置を示します。

通常は左まんじ（卍）です

が￥かぎの向きが逆だと右ま

んじ（田）。ナチス・ドイツの

マークとして知られたハーケ

ン・クロイツ（かぎ十字）は￥

右まんじのデザインでした。
　　ともえ　　　　　　　　　とも

巴は「靹絵」とも書き￥艦

（船尾）で水が渦を巻く形を図

案化したもの。また、弓をひ

くとき￥左ひじに付ける丸い

革製の用具「靹」の形や￥模様

からきたともいわれます。

円形部分の数で￥「二つ巴」

　みや「三つ巴」など、尾の部分の

　向きによって￥「右巴」

　「左巴」の別があります。

言
「卍巴」と一□にいいま

すが￥その姿形はさまざ

葉まといえるでし轟

のルーツ

　　　　1月末現在冨　　■
　　　　（）は前月比

●人口男3，380人（±0）女3，386人（＋2）計6，766人（＋2）●世帯数1，637（＋2）

だ


